
伝

上

杉

謙

信

伝
上
杉
謙
信
・

内

17J.:..，. 
't:.r 

は
じ
め
に

胴
服
八
領
の
概
要

三
各
胴
服
に
つ
い
て

ω
金
銀
欄
椴
子
等
縫
合
胴
服

ω
紅
地
雪
持
柳
繍
、
襟
辻
ヶ
花
染
胴
服

ω
白
地
桐
紋
綾
、
襟
繍
胴
服
(
以
下
次
号
)

ω
白
地
五
重
樺
牡
丹
唐
草
文
綾
、
襟
繍
胴
服

ω
浅
葱
綾
竹
雀
紋
繍
、
襟
摺
箔
描
絵
胴
服

同
白
地
裏
菊
文
綾
、
襟
唐
織
胴
服

例
白
地
紗
綾
形
雲
文
倫
子
、
襟
唐
織
胴
服

仙
川
薄
茶
波
茶
片
身
替
り
竹
に
雀
紋
織
綾
小
袖
型
胴
服

四

す

び

む

は

じ

め

に

所

用

胴

sIl 
八

領

上

一
二
九
号
、
報
告
二
E
l
l
-
美
術
研
究
二
二
八
号
〉
、

こ
の
報
告
で
は
、
す
で
に
発
表
ず
み
の
胴
服
二
領
(
報
告
一
ー
ー
ー
美
術
研
究
二
一
六
、

上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

即
ち
仰
金
銀
欄
紋
子
等
縫
合
胴
服
及

J: 

四

ー

ー

ー

神

ノらご、

i口'

楽

子

び
例
薄
茶
濃
茶
片
身
替
り
竹
に
雀
紋
織
綾
小
袖
型
胴
服
も
、
上
杉
謙
信
所
用
の
胴
服

を
一
括
し
て
研
究
す
る
立
場
か
ら
、

一
応
他
の
六
領
の
胴
服
に
列
し
て
取
扱
っ
た
。

室
町
・
桃
山
期
の
胴
服
は
、
従
来
は
遺
品
が
少
く
て
、
実
物
に
添
っ
た
研
究
は
極

め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
に
上
杉
家
伝
来
の
服
飾
類
が
発
見
さ
れ
た
折
、

そ
の
中
に
八
領
の
胴
服
が
あ
り
、
そ
れ
と
前
後
す
る
こ
ろ
か
ら
他
で
も
一
領
ず
つ
新

発
見
が
あ
っ
た
り
し
て
、
現
在
で
は
全
部
で
十
数
領
の
遺
品
が
実
在
し
、
室
町
・
桃

山
期
の
胴
服
も
よ
う
や
く
実
物
に
添
っ
た
研
究
が
可
能
な
段
階
に
な
っ
て
き
た
。

今
こ
こ
で
、
伝
来
に
申
し
分
な
く
、
す
べ
て
が
「
う
ぶ
」
で
、
保
存
状
態
も
よ

く
、
更
に
優
品
揃
い
で
あ
る
上
杉
家
伝
来
の
胴
服
入
領
を
精
査
し
、
ま
と
め
て
、
今

後
の
研
究
に
資
し
た
い
と
考
え
る
。

胴
服
八
領
の
概
要

胴
服
は
小
袖
の
上
に
か
さ
ね
て
着
る
小
袖
の
補
助
衣
で
、
現
代
の
羽
織
の
も
と
の

形
で
あ
る
。
小
袖
の
初
期
が
室
町
・
桃
山
期
で
あ
る
よ
う
に
、
胴
服
の
初
期
も
室
町

-
桃
山
期
で
あ
る
。
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美

術

四

号

研

究

〈寸法の単位は cm)

出 I~ I 管制品|み I~幅|品|前品I ~ I品|刈 考

35.0 1.46 16.0 18.0 28.2 0.80 59.0 25.5 8.2 51. 0 125.0 730g 
〈立てたまま〉

一 一 一 一 一

32.0 1. 52 16.0 11. 5 18.5 15.0 15.0 28.0 0.87 53.0 7.7 49.0 111.5 520g 

一 一 一 一 一 一 一 一
(会11も可)

右10.5
報告一37.0 1.89 12.0 18.0 22.5 21. 5 36.2 0.97 56.5 11.2 48.0 122.0 880g 

左12.5 〈内側11)
表 1の(5)

一 一 一 一

38.5 2.02 15.0 11.0 一 39.5 1. 02 57.5 11. 0 45.5 101. 3 755g 報表 告ー

(内側〉
1の(6)

一 一 一 一 一 一

39.5 2.07 13.0 10.5 25.0 19.0 18.0 39.3 約 1 58.5 8.7 51. 5 123.5 440g 報告ー

(制;|も可)
表 1の(4)

一一一 一 一 一

36.0 1. 75 14.0 9.5 14.5 14.5 14.0 38.0 1. 05 56.5 11.5 50.0 123.0 790g 報告一

〈内航11)
表 1の(3)

一 一 一 ー一
右10.0

38.0 1.72 18.0 15.0 14.0 12.5 29.5 0.77 60.0 9.5 48.5 101. 5 610g 
左11.0 (外側〉

一 一 一 一

37.2 1. 97 13.5 13.5 32.5 18.0 16.5 37.5 約 1 56.2 22.5 11. 5 48.7 121.2 不※明 報告袖ニの

〈内側〉
小の(2)

上
杉
家
伝
来
の
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
胴
服
入
領
は
、
伝
来
に
従
え
ば
、
室
町

註
-

末
か
ら
桃
山
初
頭
に
所
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
初
期
胴
服
の
中
で
も
古
い
時
代
の

82 

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、

こ
れ
ら
八
領
の
胴
服
は
、
上
杉
家
伝
来
の
服
飾
類
中
、
最
も
華
や
か
で
美

し
く
、
そ
し
て
賛
沢
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
非
常
に
保
存
が
よ
く
、
小
袖
の
上
に

か
さ
ね
て
着
た
上
衣
の
た
め
か
小
袖
や
惟
子
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
い
た
み
や
汚
れ
、

、

註
2

し
み
な
ど
認
め
ら
れ
ず
、
何
れ
も
仕
立
て
上
っ
た
ば
か
り
の
よ
う
な
美
し
さ
清
潔
さ

で
今
日
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
特
に
何
れ
の
胴
服
も
、
身
頃
に
対
す
る
襟
、
表
に
対
す

る
一
長
の
、
対
比
対
照
が
効
果
的
で
美
し
い
。

ョ
り
bき
卦
註

q
d

地
質
で
分
け
る
と
、
金
銀
禰
紋
子
等
の
縫
合
わ
せ
が
一
領

(ω)、
紅
の
練
緯
に
総

刺
繍
が
一
領

(ω)、
綾
地
が
五
領

(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(8) 

倫
子
が
一
一
領
(
例
)
で
あ
る
。

ま
た
、
胴
服
の
襟
は
着
装
し
た
場
合
に
目
立
つ
部
分
で
あ
る
た
め
か
、
上
杉
家
に
伝

来
す
る
こ
れ
ら
八
領
の
胴
服
は
襟
裂
に
賛
沢
な
趣
向
が
こ
ら
し
で
あ
る
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
襟
裂
が
辻
ヶ
花
染
に
な
っ
て
い
る
の
が
一
領

(ω
〉、

刺
繍
が
二
領

(ωω
〉、

摺
箔
が
一
領
(
伺
〉
、
唐
織
が
二
領
(
川
間
的
)
で
あ
る
(
表
参
照
)
。

そ
れ
ぞ
れ
の
胴
服
は
、
胴
服
自
体
の
地
質
や
趣
向
も
賛
が
こ
ら
し
て
あ
り
、
そ
れ

本来のものの重量は不明である。

が
大
て
い
実
際
の
賛
沢
よ
り
は
目
立
た
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
襟
は
控
え
る

こ
と
な
く
派
手
に
凝
っ
て
豪
華
さ
を
見
せ
て
い
る
。
既
に
報
告
一
、

二
で
発
表
ず
み

の
二
領
の
胴
服
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
次
項
に
お
い
て
詳
述
す
る
六
領
の
胴
服
も
、

地
質
、
意
匠
、
意
匠
表
現
の
技
術
と
も
に
最
高
級
で
あ
る
。

法
量
並
び
に
形
状
は
表
に
示
し
た
通
り
で
、
形
は
何
れ
も
、
桃
山
期
以
前
の
小
袖

の
特
徴
に
類
似
し
て
い
る
(
美
術
研
究
二
二
八
号
一
七
頁
表
、

一
九
頁
挿
図
1
参
照
)
。
桃

山
期
以
前
の
小
袖
の
特
徴
で
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
狭
い
袖
幅
(
三
、
広
い
身
幅
(
後



形状・法量一覧表

~I 妊 | 構 1\芸品 ~I …| 紐 |棚の吋三角裂 袖幅

(1)(服金裏銀・綱黄鍛色子平等絹縫〉合胴
裾脇アケ

ナシ ナシ
表裂に

欠
手L

小袖 24.0 
22.5 紙の裏打 〈車甘色草)

一
(2)紅地雪持柳繍，襟辻 背割レ 紅平 ぐ平け紐絹 三角裂
ヶ花染胴服 有 ナシ 綿入 広袖 21.0 
(裏・磁色平絹〉 43.0 3x43 (紐と共裂〉

一
(3)白地桐文綾，襟繍胴 背割レ 赤丸四つ紐打 撃し
slX 有 ナシ 綿入 広袖 19.5 
〈裏・紅平絹〉 38.3 37.5+(総)4.5 (裏と共裂〉

一
(4)白地五重棒繍牡胴丹唐草 背割レ

綿〈厚入〉
平紅 ぐ平け紐絹

文綾，襟 服 ナシ ナシ ナ シ 広袖 19.0 
(裏・紫平絹〉 36.5 3.8x37.5 

(5)浅葱綾竹絵雀紋繍，襟 背割レ
紅平 ぐ平け絹紐 三角裂 19.0 I 摺箔描胴JJ民 有 ナシ 袷 広袖

(哀・紅平絹〉 46.3 2. 3x54. 5 (紐と共裂〉

(6)白地裏菊文綾，襟唐 背割レ 赤ゆるぎ打紐
手L 20.5 I 織胴服 有 ナシ 綿入 広袖

〈裏・紅平絹〉 36.5 35+(総)3.5 (裳と共裂〉

(7)白地唐紗織綾形雲文倫子， 背割レ
紅平 ぐ平け網紐

襟 胴服 有 ナシ 綿入 ナ 三ノ 広袖

2129.001 l 
〈裏・紅平絹〉 35.5 3x35.7 

(8)薄茶波茶織片身替袖り竹胴 裾脇アケ 赤丸四つ紐打に雀紋綾小型
有 ナシ 綿入

乳 IJ、袖
月民 26.5 22.5+(総)4.5 〈裳と共裂〉
〈裏・耳目黄平絹〉

伝上杉謙信所用胴服身
幅
は
b
、
前
身
幅
は
h
)
が
先
ず
注
目
さ
れ
る
。

次
に
襟
肩
あ
き
(

C

)

が
狭
く
、

妊
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
任
下
り

(
d
)

が
少
い
。

立
棲

(
e
〉
が
短
い
。

る
も
の
は
桂
幅
ハ
f
)
が
広
い
。
後
身
幅

(
b
〉
と
前
身
幅
ハ
h
〉
が
ほ
と
ん
ど
同
寸

法
。
そ
し
て
桁
(

i

)

が
短
い
。

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

上

妊
の
あ この胴服は重量を測定する以前の昭和38年度修理で，裏打と樹脂加工が行われたため

ま
ち

こ
れ
ら
上
杉
家
伝
来
の
胴
服
八
領
に
共
通
し
て
い
る
特
徴
は
袷
が
な
い
こ
と
で
、

こ
れ
は
若
し
か
す
る
と
胴
服
の
古
い
形
に
は
袷
が
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

桂
は
つ
い
て
い
る
の
が
六
領
ハ

ωωωω
例
紛
)
、

の
か
も
知
れ
な
い
。

つ
い
て
い
な

い
の
が
二
領

(ω
制
〉
で
、

妊
の
つ
い
て
い
な
い
二
領
は
、

袷
も
つ
い
て
い
な
い
の

で
あ
る
か
ら
着
装
す
る
時
多
少
身
幅
の
点
で
不
自
由
を
感
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
。
裾
脇
あ
け
に
な
っ
て
い
る
の
は
二
領
ハ

ω同
)
、
背
割
れ
に
な
っ
て
い

る
の
が
六
領
(
似

ωωω
例
例
〉
、

紐
は
現
在
欠
損
し
て
い
る
一
領

(ω)
を
除
い
て
は

全
部
つ
い
て
お
り
、
幅
や
長
さ
、
質
、
色
な
ど
か
ら
見
て
、
大
き
く
派
手
な
胸
紐
が

つ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

胴
服
の
襟
は
、
遺
品
資
料
の
仕
立
や
絵
画
資
料
か
ら
考
察
す
る
と
、
今
日
の
羽
織

の
よ
う
に
外
側
に
折
る
と
い
う
き
ま
り
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
首
に

当
る
部
分
は
外
側
に
折
っ
た
り
内
側
に
折
っ
た
り
立
て
た
り
し
、
首
に
当
る
以
外
の

部
分
は
襟
先
ま
で
折
り
目
な
ど
つ
け
た
り
せ
ず
に
自
然
に
垂
ら
し
て
い
た
よ
う
で

こ
の
八
領
で
は
、

首
に
当
る
部
分
を
立
て
た
ま
ま
の
は
一
領

(ω
〉、

(
図
版
I
参
照
)
、

外
側
に
折
っ
た
の
は
一
領
(
例
〉
、
内
側
に
折
っ
た
の
は
四
領

(ωω
例
制
)
、
内
側
で

も
外
側
で
も
可
と
い
う
の
が
二
領
ハ

ω例
〉
と
な
っ
て
い
る
。

※ 

小
袖
型
が
二
一領

(ωω
〉
で
あ
る
。

袖
の
形
は
平
袖
が
六
領

(ωω
川
判
例
制
約
)
、

身
丈

(
m
〉
は
、
長
い
の
と
短
い
の
と
で
は
二

0
セ
ン
チ
か
ら
差
が
あ
り
、
胴
服

の
丈
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
短
い
の
で
も
一
メ
ー
ト
ル

註

4

以
上
は
あ
り
、
謙
信
の
身
長
が
約
一
、
五
七
メ
ー
ト
ル
(
五
尺
二
寸
)
と
し
て
も
、
相
当

に
丈
は
あ
っ
た
わ
け
で
、
胴
服
は
比
較
的
丈
を
長
く
着
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。註
5

袷
が
一
領

(ω)、
紙
の
裏
打
の
あ
る
の
が
一
領

(ω
〉
の
ほ
か
は
全
部
綿
入
れ
で
、

何
れ
も
綿
が
比
較
的
厚
く
入
っ
て
い
る
(
表
の
重
量
の
欄
参
照
)
。
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美

術

研

四

号

究

仕
立
は
桃
山
期
以
前
の
小
袖
や
胴
服
、
能
装
束
等
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
大
ざ
っ

ぱ
さ
と
裁
縫
技
術
の
幼
稚
さ
が
入
領
に
は
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
が
、
さ
き
に
報
告
し

た
小
袖
の
場
合
よ
り
は
全
体
に
丁
寧
で
あ
る
。

し
か
し
、
左
右
相
称
の
個
所
は
ほ
と

ん
ど
が
五
ミ
リ
か
ら
一
セ
ン
チ
寸
法
が
ち
が
い
〈
表
の
寸
法
は
適
宜
一
方
を
採
っ
た
)
、

ふ
き

針
目
は
総
体
に
大
き
く
、
不
揃
い
で
あ
る
。
裾
や
袖
口
の
裕
は
、
あ
る
も
の
な
い
も

の
い
ろ
い
ろ
で
、
施
幅
も
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
、
棲
先
(
背
割
れ
や
両
脇
あ
け
に
よ
っ
て

繋
が
ら
な
い
個
所
の
裾
の
始
末
も
含
め
る
〉
の
処
理
は
何
れ
も
技
術
が
た
ど
た
ど
し
い
。

お
り
き

ま
た
折
被
せ
は
逆
に
折
つ
で
あ
る
場
合
が
屡
T
あ
り
、
特
に
背
縫
は
表
も
一
長
も
今
日

わ
れ
わ
れ
が
い
う
背
縫
の
折
被
せ
と
は
逆
の
場
合
が
多
い
。

紐
の
っ
け
方
も
い
ろ
い
ろ
で
、
三
角
裂
や
乳
、
が
つ
い
て
そ
れ
に
紐
が
つ
い
て
い
る

の
が
六
領

(ωωωωωω
〉
、
直
接
く
け
紐
が
縫
い
つ
け
て
あ
る
の
が
二
領
(
川
判
例
)

で
、
く
け
紐
の
っ
け
方
も
、
く
け
目
と
わ
の
上
下
の
向
が
、

一
つ
の
胴
服
の
中
で
さ

え
右
と
左
は
異
っ
て
い
た
り
し
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

な
お
浅
葱
綾
竹
雀
紋
繍
、
襟
摺
箔
描
絵
胴
服

(ω
〉
は
袷
仕
立
で
、

(
小
袖
の
け
)

さ
き
に
報
告

二
で
詳
述
し
た
浅
葱
紬
、
一
長
紅
練
緯
袷
小
袖

と
同
様
な
四
つ
縫
を
多

く
採
り
入
れ
た
仕
立
て
方
が
し
で
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

以
下
順
次
個
々
の
胴
服
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

各
胴
服
に
つ
い
て

(1) 

金
銀
欄
鍛
子
等
縫
合
胴
服

こ
の
胴
服
に
つ
い
て
は
、
伝
上
杉
謙
信
・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
一
の

上
下
(
美
術
研
究
一
二
六
号
、
二
一
九
号
〉
で
詳
述
し
た
の
で
こ
こ
で
は
は
ぶ
く
。

四

(2) 

紅
地
雪
持
柳
繍
、
襟
辻
ヶ
花
染
胴
服
(
図
版
I
、
E
、
直
)
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あ
ざ
や
か
な
紅
染
の
練
緯
地
に
、
雪
持
柳
、
牡
丹
の
折
枝
、
桐
紋
が
一
面
に
刺
繍

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
襟
に
も
外
側
に
は
、
身
頃
と
同
じ
こ
の
裂
が
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
内
側
に
は
同
じ
く
紅
地
で
柳
、
一
扇
面
な
ど
が
段
替
り
意
匠
構
成
の
美
し
い

辻
ヶ
花
染
で
染
め
だ
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
胴
服
の
襟
は
、
外
側
に
折
っ
て
も

内
側
に
折
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
意
匠
全
体
の
感
じ
で
は
襟
首
の

と
こ
ろ
を
外
側
に
折
っ
て
着
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
辻
ヶ
花
染
に
な
っ
て

い
る
襟
の
内
側
が
外
に
返
っ
て
着
装
さ
れ
た
(
図
版
I
参
照
)
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
胴
服
は
、
槌
色
の
著
し
い
紅
染
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

よ
く
色
を
と
ど

め
て
お
り
、
妊
や
襟
、
後
身
頃
の
背
縫
を
は
さ
ん
だ
両
側
な
ど
は
、

い
ま
染
め
上
っ

た
ば
か
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
あ
ざ
や
か
さ
で
、
紅
染
の
保
存
の
よ
い

註

6

点
か
ら
だ
け
で
も
他
に
類
例
を
見
な
い
遺
品
で
あ
る
。

こ
の
胴
服
の
紅
染
に
関
し
て
は
、
長
年
紅
染
の
研
究
を
積
ん
で
お
ら
れ
る
米
沢
第

一
一
中
学
校
教
諭
鈴
木
孝
男
氏
の
調
査
推
定
事
項
を
次
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

紅
地
雪
持
柳
繍
、
襟
辻
ヶ
花
染
胴
服
の
紅
染

襟
(
辻
ヶ
花
染
の
部
分
)
の
紅
色

註
7

斗

・

日

間

印

~
H
N

身
頃
の
紅
色

]5
同
町
~
H
O
I
H
O
同
斗
¥
H
O

襟
(
辻
ヶ
花
染
の
部
分
〉
の
染
色
に
つ
い
て

極
め
て
純
度
の
高
い
紅
に
て
染
色

身
頃
の
染
色
に
つ
い
て



帯
黄
色
の
紅
〈
緋
〉
で
、
黄
色
の
下
染
が
施
さ
れ
た
上
に
紅
染
し
た
か
、
或
は
紅

持
辻
内

δ
お
餅
に
含
有
す
る
水
溶
性
の
黄
色
素
を
完
全
に
溶
出
し
な
い
で
紅
染
し
た
か
の
何

れ
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
推
定
は
槌
色
実
験
に
お
け
る
紅
の
色
相
変
化
と
符
合
さ
せ
て
考
え
て
み
た
。

鈴
木

孝
男

刺
繍
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
模
様
の
主
体
は
雪
持
柳
で
、
目
の
さ
め
る
よ
う
な
緋
色
の

胴
服
全
面
に
、
白
い
雪
を
た
わ
わ
に
戴
い
た
柳
の
枝
を
張
ら
せ
て
い
る
。
前
面
に
六

本
、
背
面
に
五
本
見
ら
れ
る
幹
(
図
版
I
、
E
参
照
〉
の
形
か
ら
推
測
し
て
、
こ
れ
ら

の
柳
は
何
れ
も
相
当
な
大
樹
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
大
樹
の
幹
は
小
さ
く
奥
に
表
現

し
、
大
樹
か
ら
出
て
い
る
枝
は
極
度
に
数
が
省
略
さ
れ
て
、
手
前
に
目
立
つ
よ
う
配

萌黄地雪持柳模様唐織〈能装束部分〉

桃山時代 東京国立博物館蔵

挿図 1

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

上

さ
れ
て
い
る
。

は
同
類
、
が
屡
T
あ
り
(
挿
図
1

2

参
照
)
、

こ
の
雪
持
柳
に
見
ら
れ
る
幹
の
形
は
、
室
町
・
桃
山
時
代
の
染
織
模
様
の
樹
木
に

更
に
そ
れ
ら
の
樹
木
は
ほ
と
ん
ど
が
こ

て
い
る
。

の
雪
持
柳
の
よ
う
な
、
大
き
さ
に
お
け
る
幹
と
枝
の
逆
比
例
的
な
表
現
効
果
を
と
っ

一
般
に
室
町
・
桃
山
時
代
の
染
織
意
匠
は
、
絵
画
的
な
模
様
に
お
い
て
、

い
か
に
も
自
由
大
胆

個
々
の
物
の
大
き
さ
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
写
実
か
ら
離
れ
た
、

な
表
現
が
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
大
小
の
逆
比
例
的
な
効
果
が
独
得
の
遠
近
感
を
見
せ

て
い
る
例
が
か
な
り
あ
る
が
、
こ
の
胴
服
の
雪
持
柳
は
、
樹
木
模
様
の
特
徴
の
上
で

が
い
え
る
。

も
、
独
得
の
遠
近
感
の
点
で
も
、
室
町
・
桃
山
時
代
染
織
模
様
の
好
例
で
あ
る
こ
と

雪
持
柳
の
枝
は
、
こ
の
胴
服
で
は
、
幹
か
ら
出
て
い
る
も
の
と
枝
だ
け
で
成
っ
て

挿図 2 白地枝垂桜模様唐織〈能装束部分〉

桃山時代 東京国立博物館蔵

い
る
も
の
と
の
二
種
類
、
が
あ

り
、
総
じ
て
校
だ
け
の
も
の
は

註

9

上
方
に
、
幹
か
ら
出
て
い
る
枝

は
下
方
に
配
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
前
面
は
、
胸
の
位
置
ま
で
左

右
両
身
頃
と
も
、
襟
に
寄
っ
た

側
に
、
幹
か
ら
出
て
い
る
枝
が

置
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
小

袖
の
上
に
羽
織
る
着
装
時
の
効

果
が
考
え
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

一
見
何
げ
な
い
よ
う
で

あ
り
な
が
ら
、

こ
の
胴
服
に
お

85 

五



美

術

四

号

研

究

け
る
雪
持
柳
の
配
置

襟辻ヶ花染嗣服(背面下半部分〉

に
は
、
着
装
上
の
パ

ラ
ン
ス
と
効
果
が
周

到
に
考
慮
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

雪

を

戴

い

た

柳

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ

た
姿
を
見
せ
な
が

紅地雪持柳繍，

ら
、
何
れ
も
一
た
ん

枝
を
上
方
に
持
ち
あ

挿図 3

ぃ、雪げ
、のて

そ重雪
し 1 を
てザも
垂にた
れし、げ
てな、、

い
る
(
挿
図
3
参
照
〉
。
今
し
な
っ
て
葉
に
積
っ
た
雪
が
こ
ぼ
れ
落
ち
た
感
じ
の
あ
り
、

現
に
風
に
吹
か
れ
て
い
る
感
じ
の
あ
り
で
、
全
体
に
非
常
に
弾
力
性
に
富
み
滋
刺
と

し
た
動
き
が
あ
る
。
こ
の
若
々
し
い
模
様
の
動
き
は
、
た
わ
わ
に
戴
い
た
雪
の
、
満

処
々
に
見
ら
れ
る
梅
の
花
の
よ
う
な
白
い
塊
は
、

開
の
桜
に
似
た
華
や
か
さ
と
共
に
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
絵
模
様
を
構
成
し
て
い
る
。

し
な
っ
た
際
に
こ
ぼ
れ
落
ち
た

雪
で
あ
ろ
う
か
。
塊
の
突
起
が
五
つ
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

あ
り
、
六
つ
あ
り
、
七
つ
あ
り
、
二
つ
あ
り
で
、
梅
の
花
と
は
い
い
難
く
、
ま
た
、

四
つ
あ
り
、
三
つ

こ
の
胴
服
全
体
の
刺
繍
の
表
現
か
ら
み
て
、
梅
の
花
で
あ
る
な
ら
ば
恐
ら
く
花
郷
のった

輪
郭
線
や
蕊
を
繍
で
あ
ら
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
白
一
色
、
同
方
向
の
渡

ぬ
い
註
叩

し
繍
だ
け
で
で
き
て
い
る
塊
は
、
こ
ぼ
れ
落
ち
る
雪
の
塊
と
見
て
さ
し
っ
か
え
な
い

で
あ
ろ
う
。

86 

次
に
こ
の
雪
持
柳
の
雪
が
、
室
町
・
桃
山
期
特
有
の
刺
繍
技
法
で
あ
る
渡
し
繍
で

表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
こ
の
胴
服
の
意
匠
効
果
を
あ
げ
た
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
絹
の
平
糸
で
、
裂
の
一
長
に
糸
を
廻
さ
ず
裂
の
表
だ
け
を
大
き
く
渡
し
て
す

く
う
技
法
の
渡
し
繍
は
、

ふ
わ
り
と
積
っ
た
雪
の
質
感
量
感
を
あ
ら
わ
す
に
は
最
適

で
、
そ
れ
を
意
識
し
て
か
ど
う
か
、
室
町
・
桃
山
期
の
刺
繍
に
は
雪
持
の
柳
や
麓
、
笹
、

松
等
の
意
匠
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
質
感
量
感
の
見
事
な
雪
の
白
に
、
柳
の
葉
の
緑

を
配
し
、
紅
を
パ
ッ
グ
に
浮
き
立
た
せ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
気
品
の
高
い
華
や
か
さ

で
、
清
新
さ
に
、
溢
れ
た
見
る
か
ら
に
若
々
し
い
優
れ
た
意
匠
で
あ
る
。

雪
持
柳
の
合
間
々
々
に
、
前
面
に
十
一
枝
、
背
面
に
七
枝
の
牡
丹
の
折
枝
が
配
さ

れ
て
い
る
。
雪
持
柳
に
く
ら
べ
控
え
目
で
あ
り
、
意
匠
全
体
の
上
で
、
色
も
形
も
大

き
さ
も
枝
の
向
も
、
正
面
花
、
側
面
花
、
普
、
葉
の
つ
き
具
合
も
、
蔓
の
出
方
も
、

ま
こ
と
に
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
。

ま
た
こ
の
牡
丹
の
折
枝
に
は
、
特
に
明
の
刺
繍
の
影
響
が
濃
く
う
か
が
わ
れ
る
。

葉
や
花
癖
を
き
っ
ぱ
り
と
途
中
で
色
を
変
え
て
い
る
刺
繍
の
方
法
や
、
花
、
曹
、

葉
、
茎
、
蔓
等
の
使
化
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
一
つ
の
折
枝
に
ま
と
め
た
形
の
上
に
、

明
の
刺
繍
に
見
ら
れ
る
牡
丹
の
模
様
と
極
め
て
近
い
類
似
を
認
め
る
。

更
に
、
こ
の
花
の
や
や
斜
め
上
方
か
ら
見
た
正
面
図
(
挿
図
4
参
照
〉
は
、
椿
の
花

の
よ
う
に
蕊
の
部
分
が
大
き
く
、
牡
丹
に
し
て
は
花
郷
の
数
が
少
く
、
花
灘
の
一
枚

一
枚
は
輪
郭
が
明
瞭
で
、
頭
に
冠
を
戴
き
、
ゆ
た
か
な
顎
を
持
っ
た
よ
う
な
、
右
と

左
に
も
大
き
く
花
鱒
を
出
し
た
左
右
相
称
の
特
異
な
形
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
の
嘉

註
口

靖
(
H印
N
N
I
H
m
m
m
〉
ご
ろ
の
陶
磁
に
も
多
く
見
ら
れ
る
牡
丹
の
図
様
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
明
の
嘉
靖
ご
ろ
に
多
い
模
様
が
、
こ
の
胴
服
の
着
周
年
代
と
推
定
さ
れ
る
天



文

十
年

ろ
か
ら
天
正
ノ¥

年

52 
ろ

は
す
で

わ
カミ

国
の
染
織

模
様
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

桐
紋
は
、
紋
所
の
位
置
で
あ
る
背
と
、
一
屑
に
近
い
両
胸
に
三
つ
ず
つ
組
ま
れ
て
配

さ
れ
、
あ
と
は
、
二
つ
一
っ
と
適
宜
胴
服
全
体
に
散
ら
し
て
あ
る
。
桐
紋
は
前
面
に

二
十
八
、
背
面
に
二
十
二
あ
り
、
牡
丹
の
折
枝
と
同
様
、
意
匠
全
体
と
し
て
雪
持
柳

よ
り
控
え
目
に
、
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
散
ら
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
桐
は
何
れ
も
三
枚
の

つ
の
所
謂
五
七
の
桐
で
あ
る
。

葉
に
三
本
の
花
の
房
を
つ
け
た
定
形
で
、
花
は
中
央
の
房
に
七
つ
、
両
脇
の
房
に
五

一
つ
の
桐
紋
の
中
で
、
葉
や
花
、
茎
に
よ
っ
て
色
が
変
え
て
あ
る
(
図
版
I
参
照
)

nJ斗
J

申、

''L.
、，u-

室
町
・
桃
山
時
代
の
桐
紋
を
取
扱
っ
た
刺
繍
や
辻
ヶ
花
染
の
ほ
と
ん
ど
の
も

の
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
桐
紋
に
限
ら
ず
室
町
・
桃
山
期
の
染
織
模
様
に

は
そ
う
い
っ
た
傾
向
、
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
胴
服
の
刺
繍
一
つ
見
て
も
、
雪
持
柳
に

も
牡
丹
の
折
枝
に
も
同
じ
形
や
色
の
配
分
の
も
の
は
一
つ
と
し
て
な
く
、
配
置
に
も

規
則
性
は
見
ら
れ
ず
、
如
何
に
も
お
お
ど
か
に
、
自
由
に
、
感
覚
の
ま
ま
に
意
匠
構

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領 成
が
行
わ
れ
た
感
が
あ
る
。
全
体
の

牡丹の折枝書起こし図〈背面左上〉

ハ
ラ
ン
ス
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

大
き
さ
も
形
も
色
も
、
そ
れ
ら
の
配

分
も
ほ
と
ん
ど
感
覚
だ
け
で
決
め
て

い
っ
た
様
子
の
う
か
が
え
る
当
時
の

染
織
意
匠
は
、
大
方
の
も
の
に
作
者

の
感
覚
の
修
錬
と
優
秀
さ
が
認
め
ら

挿図 4

れ
る
が
、
こ
の
胴
服
に
お
け
る
作
者

の
意
匠
力
の
卓
抜
さ
は
、
先
に
報
告

上

一
で
詳
述
し
た
金
銀
欄
紋
子
等
縫
合
胴
服
に
比
肩
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
牡
丹
の
折
枝
と
桐
紋
は
雪
持
柳
の
合
間
を
埋
め
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
は
い

る
が
、
柳
の
枝
に
か
か
っ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
何
れ
も
柳
の
校
の
上
面
、

即
ち
遠
近
法
で
い
う
手
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
牡
丹
は
富
貴
の
象
徴
と
か
百
花
の

註

日

註

日

玉
、
桐
は
吉
祥
的
な
意
味
の
あ
る
模
様
で
、
そ
れ
ら
を
、
効
果
的
に
模
様
化
し
た
雪

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、

註
日

こ
の
意
匠
の
主
体
で
あ
る
雪
持
柳
は
、
桜
の
花
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
華
や
か
さ
と
雪

註
日

の
重
み
に
堪
え
る
姿
の
柔
軟
さ
の
中
に
見
ら
れ
る
張
り
の
あ
る
強
さ
で
、
こ
れ
に
加

持
柳
に
配
し
た
音
山
味
は
、

え
て
富
貴
、
百
花
の
王
、
並
び
に
吉
祥
。
ま
さ
に
戦
国
武
将
に
似
つ
か
わ
し
く
望
ま

し
い
模
様
で
あ
る
。

刺
繍
の
技
法
は
、
大
部
分
が
渡
し
繍
で
あ
る
。
雪
、
柳
の
葉
、
幹
、
牡
丹
の
花
、

菅
、
葉
、
桐
の
葉
、
花
は
、
何
れ
も
表
だ
け
に
糸
を
渡
し
、
裂
を
少
し
ば
か
り
す
く
っ

た
だ
け
で
戻
る
、

そ
の
方
法
を
く
り
返
し
て
表
現
す
る
い
わ
ゆ
る
「
裏
ぬ
き
」
で
繍

わ
れ
て
い
る
。
大
き
く
糸
が
渡
っ
て
い
る
部
分
に
は
、
抑
え
の
線
繍
、
即
ち
、
雪
に

見
ら
れ
る
曲
線
の
白
い
繍
目
、
幹
の
木
は
だ
を
示
す
線
、
苔
、
花
郷
の
線
、
葉
脈
を

あ
ら
わ
す
線
(
図
版
E
、
E
参
照
〉
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
線
繍
で
さ
え
裏
に
出
る
糸

の
か
え
り
が
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
裏
に
糸
、
が
ま
わ
ら
な
い
、
す
く
っ
た
り
、

少
し
返
っ
た
り
す
る
糸
だ
け
が
裏
面
に
出
る
の
が
、
明
繍
の
影
響
を
受
け
た
室
町
・

註
口

桃
山
期
の
刺
繍
の
特
徴
で
、
こ
の
よ
う
な
繍
法
の
場
合
は
、
糸
が
や
わ
ら
か
く
浮
い

註
日

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
あ
り
、
裏
を
見
な
く
て
も
見
分
け
は
つ
く
も
の
で
あ
る
。
柳

い
わ
ゆ
る
輝
繍
で
繍
わ
れ

の
枝
、
牡
丹
の
枝
、
茎
、
蔓
、
桐
の
花
房
の
茎
な
ど
は
、

て
お
り
、
針
目
の
半
分
か
ら
三
分
の
一
ぐ
ら
い
返
し
て
進
ん
で
い
る
返
し
繍
に
な
っ

て
い
る
。
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美

術

研

究

四

号

用
い
ら
れ
て
い
る
繍
糸
は
絹
の
平
糸
で
、

丁
寧
な
揃

っ
た
繍
目
で
、
自
在
に
こ
の
意
匠

襟首まわり部分

を
表
現
し
て
い
る
。
薄
い
練
緯
の
生
地
に
、

こ
れ
だ
け
全
面
に
亙
っ
て
密
度
の
高
い
刺
繍

が
施
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
き

つ
り
は
い
さ
さ
か
も
見
当
ら
な
い
。
こ
れ
は

辻ヶ花染の襟，

刺
繍
技
術
の
優
秀
さ
に
も
よ
ろ
う
が
、
恐
ら

く
こ
の
胴
服
で
も
、
室
町
・
桃
山
期
の
肩
裾

挿図 5

等
の
刺
繍
部
分
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、

紙
の
裏
打
を
し
て
か
ら
刺
繍
を
行
う
方
法
が

;i、

註
日

と
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
た
め
、
こ
の
よ
う
に
す

88 

辻ヶ花染の襟，胸の部分。〔矢印は補修部分を指す〕

っ
き
り
仕
上
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
使
用
繍
糸
の
色
数
は
紅
(
ト
キ
色
、
ピ
ン

ク〉
、
燈
色
が
か
っ
た
紅
(
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
)
、
白
、

黄
(
金
色
の
よ
う
に
見
え
る
〉
、
裁
色
、
蔚
黄
、
濃
蔚

黄
(
青
味
が
つ
よ
い
)
、
浅
葱
、
紫
、
紫
茶
(
柳
の
幹

の
部
分
、
濃
蔚
黄
の
か
か
っ
た
紫
茶
、
こ
の
色
は
茶
系

統
に
近
い
。
蘇
芳
の
紫
で
あ
る
の
か
糸
の
抜
け
て
い
る

K
L
A
U
 

号
耳

円

L

部
分
が
多
い
)
の
十
色
で
あ
る
。

色
糸
の
使
い
わ
け
は
極
め
て
自
由
で
効
果
的
で

あ
る
。
図
版
ー
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
雪
は
あ

挿図 6

く
ま
で
も
白
一
色
で
表
現
し
、
雪
持
柳
の
枝
、

あ
る
。

際
の
物
の
色
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
色
の
濃
淡
が
効
果
的
に
繊
細
に
使
い
わ
け
で

葉
、
牡
丹
の
枝
、
茎
、
蔓
、
菅
、
側
面
花
等
は
実

か
と
思
う
と
柳
の
幹
、
桐
紋
の
葉
、
花
、
花
房
の
茎
、
牡
丹
の
正
面
花
の
よ

う
に
実
際
の
も
の
か
ら
は
想
像
も
及
ば
な
い
色
が
使
つ
で
あ
っ
た
り
、
対
照
的
な
色

が
隣
り
合
わ
せ
て
あ
っ
た
り
組
み
合
わ
せ
て
あ
っ
た
り
至
極
大
胆
で
あ
る
。
こ
う
し

た
色
糸
の
駆
使
が
、
胴
服
全
体
を
眺
め
た
場
合
、
こ
れ
以
上
、
こ
れ
以
外
の
方
法
は

あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
ま
で
に
的
を
射
、
効
を
奏
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
こ
の
胴
服
の
作
者
に
卓
越
し
た
意
匠
カ
が
あ
り
、
こ
の
胴
服
の
製
作
に
当
っ

て
も
力
を
充
分
に
発
揮
し
得
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

註
れ

襟
の
辻
ヶ
花
染
は
、
意
匠
構
成
が
段
で
、
松
皮
菱
繋
地
に
扇
面
散
し
の
段
と
、
棒

(
斜
格
子
〉

に
島
取
り
の
段
と
が
交
互
に
な
っ
て
、

段
の
境
に
は
境
界
線
が
入
っ
て



い
る
。
境
界
線
は
、
松
皮
菱
と
棒
と
が
向
か
い
合
う
と
こ
ろ
は
二
本
線
、
松
皮
菱
と

島
取
り
と
が
向
か
い
合
う
と
こ
ろ
は
一
本
線
に
な
っ
て
い
る
。
襟
の
中
央
は
松
皮
菱

と
棒
と
が
向
か
い
合
う
境
界
の
二
本
線
で
、
そ
の
二
本
線
と
、
襟
首
後
中
央
の
背
縫

線
と
が
き
っ
ち
り
縫
い
合
わ
さ
れ
て
段
替
り
意
匠
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
(
図
版
I
、

挿
図
5
参
照
)
。
従
っ
て
図
版

I
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
襟
は
左
右
二
列
の
明
瞭
な
段
替

り
構
成
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
段
替
り
構
成
の
襟
は
、

註
辺

い
わ
ゆ
る
辻
ヶ
花
染
で
で
き
て
い
る
。
模
様
の
大
部

分
は
絞
り
染
め
に
よ
っ
て
染
め
出
さ
れ
、
そ
れ
に
色
挿
し
、
墨
入
れ
、
描
絵
が
施
さ

れ
、
摺
箔
が
加
え
ら
れ
て
い
る
(
図
版
I
、
E
、
挿
図
5
、
6
参
照
〉
。
即
ち
、
左
襟
下

註

お

ひ

ら

ぬ

い

し

め

ぼ

う

し

段
匹
田
絞
り
(
図
版
E
〉
以
外
は
平
縫
締
及
び
帽
子
に
よ
る
絞
り
技
法
で
模
様
が
染
め

註

μ

現
わ
さ
れ
、
松
皮
菱
、
棒
、
境
界
線
に
は
墨
入
れ
、
柳
の
葉
三
枚
と
匹
田
絞
り
の
中

に
入
っ
て
い
る
銀
杏
の
葉
に
は
色
挿
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
扇
面
及
び
島
取
り
の
中

の
一
扇
面
風
な
区
劃
内
に
は
、

辻
ヶ
花
染
の
描
絵
に
特
有
の
八
重
桜
の
よ
う
な
つ
つ
じ

の
よ
う
な
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
描
絵
は
、
墨
の
線
描
に
、
薄
黄
、
薄
紅
、
紅

の
順
で
ぼ
か
し
が
用
い
て
あ
り
、
こ
れ
に
金
、
銀
箔
で
立
涌
等
の
模
様
が
加
え
て
あ

る
。
ま
た
、
松
皮
菱
の
中
に
は
金
摺
箔
で
五
七
の
桐
紋
と
思
わ
れ
る
ハ
箔
が
落
ち
て
い

て
、
模
様
が
明
瞭
に
は
わ
か
ら
な
い
)

も
の
が
一
つ
ず
つ
入
れ
て
あ
り
(
図
版
E
、
挿
図

5
、
6
〉
、
棒
の
部
分
に
も
、
松
皮
菱
の
中
に
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
桐
紋
の
金
摺
箔

跡
が
認
め
ら
れ
る
(
図
版
皿
、
挿
図
6
〉。

当
時
の
縫
締
絞
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
糸
は
麻
糸
で
、

辻
ヶ
花
染
の
裂
に
屡
T
抜

き
取
る
こ
と
を
忘
れ
た
糸
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
こ
と
を
知
っ

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
襟
に
も
処
々
に
抜
き
取
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
た
精
練
し
て
な

註
お

い
S
撚
の
苧
麻
糸
が
見
ら
れ
る
。
糸
の
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
縫
目
を
見
る
と
、
裂

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

償

上

は
糸
二
本
が
す
く
わ
れ
て
い
る
非
常
に
細
か
い
針
目
で
あ
る
。

左
襟
上
段
の
、
柳
の
校
の
尖
端
に
あ
る
最
も
小
さ
い
葉
は
、
縫
締
め
の
糸
が
大
部

分
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
葉
の
す
ぐ
横
、
即
ち
中
段
と
の
境
界
線

に
近
い
紅
地
の
と
こ
ろ
(
挿
図
6
の
矢
印
の
部
分
)
は
、
部
分
的
に
生
地
が
異
質
で
織

目
が
粗
く
な
っ
て
い
る
。
仔
細
に
見
る
と
、
紅
の
細
い
糸
で
平
織
風
に
糸
を
か
け
て

補
修
し
た
跡
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
実
に
こ
ま
か
な
巧
み
な
目
立
た
な

い
修
理
で
あ
る
。

麻
糸
は
強
い
の
で
縫
い
締
め
の
糸
を
抜
き
取
る
際
に
で
も
破
損

し
、
そ
こ
を
修
理
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
の
修
理
で
は
な
い
製
作
時
の
補
修
で
あ

註
お
る。

ま
た
、
こ
の
襟
の
松
皮
菱
や
樺
の
よ
う
な
、
縫
締
め
絞
り
で
二
本
の
平
行
し
た
輪

郭
線
を
と
り
、
そ
の
二
本
の
縫
締
線
の
聞
に
墨
入
れ
を
し
て
(
図
版
I
、
園
、
挿
図
5
、

6
)

表
現
す
る
松
皮
菱
や
捕
俸
は
、

辻
ヶ
花
染
に
は
屡
ミ
見
受
け
ら
れ
る
。

な
お
左
襟
下
段
の
匹
田
絞
り
は
粒
も
揃
っ
て
お
り
、
初
期
の
匹
田
絞
り
と
し
て
は

極
め
て
出
来
が
よ
い
。

匹
田
絞
り
は
辻
ヶ
花
染
の
、
時
代
的
に
古
い
も
の
に
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
が
最
も
古
い
匹
田
絞
り
で
あ
る
。

絞
り
技
術
は
優
秀
で
、
染
め
あ
が
っ
た
絞
り
模
様
は
く
っ
き
り
と
明
瞭
で
生
気
が

あ
る
。
紅
染
は
鮮
明
、
色
挿
し
は
感
覚
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
描
絵
は
巧
み
で
生
き

生
き
し
て
お
り
、
墨
入
れ
は
的
確
に
胴
服
全
体
の
引
き
締
め
役
を
し
て
い
る
。
摺
箔

は
大
半
が
落
ち
て
い
て
判
じ
難
い
が
、
恐
ら
く
適
当
な
豪
華
さ
を
、
襟
元
、
胸
元
に

註
幻

こ
の
辻
ヶ
花
染
は
、
山
辺
知
行
氏
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

添
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ア
」
、

''uν

・

辻
ヶ
花
染
技
術
の
最
高
作
品
で
あ
ろ
う
。

胴
服
を
着
装
し
た
場
合
、
最
も
目
立
つ
襟
に
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
裂
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
け
だ
し
当
然
で
あ
ろ
う
が
、

89 

し
か
し
こ
の
場
合
、
単
な
る
立
派
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美

術

号

研

究

四

さ
単
な
る
思
い
つ
き
の
意
匠
で
は
な
い
襟
裂
の
意
匠
企
画
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
き
に

述
べ
た
雪
持
柳
の
秀
抜
な
意
匠
を
、
こ
の
襟
裂
に
お
い
て
総
仕
上
げ
し
た
感
が
あ

り
、
そ
の
た
め
、
周
到
な
計
算
、

計
画
の
も
と
に
こ
の
辻
ヶ
花
染
の
襟
裂
が
製
作
さ

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
見
何
げ
な
い
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
全
体
を
総
ま
と
め
す

る
に
適
切
に
し
て
無
駄
の
な
い
見
事
な
意
匠
が
観
察
さ
れ
る
。

な
お
、
扇
面
は
末
広
が
り
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
将
来
の
繁
栄
、
発
展
を
意

子
工
円
J
U

味
す
る
め
で
た
い
樵
様
で
、
摺
箔
の
桐
紋
が
吉
祥
模
様
で
あ
る
の
と
合
わ
せ
、
襟
裂

註
却

に
は
将
来
に
発
展
す
る
吉
祥
の
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

裏
は
磁
色
練
緯
の
通
し
一
長
で
、
表
の
紅
と
の
対
照
が
映
え
て
美
し
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
胴
服
は
意
匠
が
卓
抜
で
、
金
銀
禰
鍛
子
等
縫
合

胴
服
と
共
に
、
上
杉
家
伝
来
服
飾
類
の
双
壁
で
あ
る
。

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
〉

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の

ω。
比
較
的
厚
い
綿
入
で
紐
に
も
綿
が
入
っ
て
い
る
。
裏

は
通
し
裏
。
袖
口
、
裾
と
も
に
梅
が
あ
り
、
袖
口
の
抱
は
約

0
・
五
セ
ン
チ
、
袖
口
に

は
留
め
は
な
く
、
ま
た
袖
口
綿
も
と
じ
て
な
い
。
裾
の
袖
は
約

0
・
入
セ
ン
チ
で
、
上

前
、
下
前
の
棲
先
及
び
背
割
れ
の
左
右
の
端
は
剣
先
風
に
仕
立
て
て
あ
る
。
背
縫
の
折

被
せ
は
表
裏
と
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
し
い
方
向
(
美
術
研
究
二
二
入
号
二

O
頁
、
挿
図
3

参
照
)
に
な
っ
て
い
る
。
袖
附
は
表
は
平
縫
、
折
被
せ
は
袖
の
方
が
高
く
〈
上
に
〉
な
っ

て
お
り
、
一
袈
袖
は
約
一
セ
ン
チ
の
針
目
で
く
け
つ
け
て
あ
る
。
襟
は
、
雪
持
柳
の
表
裂

と
辻
ヶ
花
染
裂
と
で
、
襟
附
縫
で
妊
の
縫
代
を
は
さ
ん
で
縫
い
合
わ
せ

そ
の
後
、
雪

持
柳
の
裂
と
辻
ヶ
花
染
の
裂
と
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。

折
被
せ
は
辻
ヶ
花
染
裂
が
高
く

〈
上
に
〉
な
っ
て
い
る
。

襟
附
縫
で
、

在
下
り
か
ら
一
九
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
、
底

辺
九
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
五
・
五
セ
ン
チ
の
三
角
裂
に
縫
い
附
け
ら
れ
た
幅
三
セ
ン

。

チ
、
長
さ
四
三
セ
ン
チ
の
紅
練
緯
の
平
ぐ
け
紐
が
つ
い
て
い
る
。
紐
は
上
前
に
つ
い
て

い
る
分
は
く
け
目
が
上
向
に
な
っ
て
お
り
、
下
前
に
つ
い
て
い
る
分
は
く
け
目
が
下
向

9Q 

に
な
っ
て
い
る
。

縫
糸
は
、
紐
は
赤
絹
糸
S
撚
の
糸
が
用
い
て
あ
り
、
約
一
セ
ン
チ
の
く
け
自
に
な
っ

て
い
る
が
、
他
は
白
絹
糸
S
撚
で
、
縫
目
は
約

0
・
五
セ
ン
チ
、
く
け
目
は
約
一
セ
ン

チ
の
針
目
、
裾
合
わ
せ
の
針
目
は
約

0
・
八
セ
ン
チ
に
な
っ
て
い
る
。

(
表
裂
)

雪
持
柳
の
裂
、
紐
及
び
紐
附
の
三
角
裂
1
l
l紅
の
練
緯
で
、
こ
の
三
つ
は
同
質
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
れ
も
地
合
は
、
経
糸
は
細
く
、

一
セ
ン
チ
聞
に
四
四
本
前
後

で
、
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
問
に
三
八
木
前
後
。
後
染
。

辻
ヶ
花

染
の
裂
ー
ー
と
の
平
絹
は
練
緯
の
よ
う
で
、
特
に
匹
田
紋
り
の
部
分
で
は
練
緯
の
感
が

強
い
。
地
合
は
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
間
に
四
二
本
前
後
で
、
練
緯
に
見
ら
れ
る
経
糸
の

細
さ
や
二
本
ず
つ
寄
っ
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
四

O
本

前
後
。
後
染
。

(
裏
裂
〉

瀦
色
の
練
緯
で
、
雪
持
柳
の
裂
、
紐
及
び
組
附
の
三
角
裂
と
同
質
と
思
わ
れ
る
。
地

合
は
経
糸
は
細
く

一
セ
ン
チ
聞
に
四
四
本
前
後
で
、
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
緯
糸

は
一
セ
ン
チ
間
に
三
八
本
前
後
。
後
染
。

註1 

上
杉
謙
信
の
生
年
は
享
禄
三
(

H

a

o

〉
年
で
、
残
年
は
天
王
六
(
H

勾
∞
〉
年
で
あ
る
。
と
れ
ら
八

領
の
胴
服
は
、
大
倉
さ
か
ら
い
っ
て
も
成
人
男
子
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
杉
謙
信
所
用
の
伝
来
に

従
え
ば
、
着
周
年
代
は
謙
信
が
二
十
歳
頃
の
天
文
二
十
(

H

印
臼
〉
年
頃
か
ら
残
年
ま
で
の
聞
の
或
時

期
、
即
ち
室
町
末
よ
り
桃
山
初
頭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2 

報
告
二
の
伝
上
杉
謙
信
所
用
小
袖
十
二
領
(
美
術
研
究
二
二
八
号
〉
、

及
び
報
告
三
の
伝
上
杉
謙



3 
信
所
用
維
子
四
領
(
美
術
研
究
二
三
三
号
〉
参
照
。

ぬ

き

い

と

ね

9
い
と

経
糸
に
精
練
し
な
い
生
糸
を
用
い
、
緯
糸
(
横
糸
〉
に
精
練
し
た
練
糸
を
用
い
て
平
組
織
に
織
っ

た
絹
織
物
で
、
経
糸
は
緯
糸
と
く
ら
べ
て
目
立

っ
て
細
く
、
ま
た
緯
に
比
し
て
経
の
糸
数
が
多
い
。

表
面
に
独
得
の
光
沢
が
あ
り
、
薄
手
で
張
り
の
あ
る
生
地
で
あ
る
。
室
町
・
桃
山
時
代
の
平
絹
に
は

乙
の
練
緯
が
多
い
。

4 

報
告
二
所
載
の
美
術
研
究
二
二
八
号
一
八
頁
参
照
。

5 

上
杉
家
伝
来
の
服
飾
類
に
限
ら
ず
、
当
時
の
小
袖
や
胴
服
に
入
れ
て
あ
る
綿
は
絹
綿
(
真
綿
)
で

あ
る
。

6 

乙
の
紅
地
雷
持
柳
繍
、
襟
辻
ヶ
花
染
胴
服
も
、
発
見
後
は
陳
列
や
撮
影
を
度
重
ね
る
乙
と
に
な
り
、

充
分
注
意
さ
れ
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
見
当
時
に
く
ら
べ
る
と
槌
色
の

著
し
さ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
、
今
後
は
陳
列
も
撮
影
も
厳
禁

に
し
て
、
こ
れ
以
上
の
槌
色
を
防
止
し
よ
う
と
い
う
乙
と
に
な
っ
た
。

7 

日
本
色
彩
社
発
行
「
産
業
色
票
」
(
昭
和
三
六
年
版
〉
に
よ
る
記
号
を
用
い
た
。
「
色
の
三
属
性
」

8 
を
あ
ら
わ
し
、
斗
・
印
同
は
色
相
、
ミ
ロ
は
温
同
法
印
~
糠
雨
宮
む
を
意
味
す
る
。
(
鈴
木
孝
男
〉

は

な

も

ち

紅
花
餅
。
七
月
黄
色
に
聞
い
た
紅
花
は
二
、
三
日
経
つ
と
次
第
に
赤
味
を
帯
び
て
く
る
。
開
花
し

て
約
三
日
目
の
花
鱒
を
採
取
し
、
よ
く
探
み
、
む
し
ろ
に
厚
さ
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
し
て
拡
げ
、
上

か
ら
散
水
し
、
日
陰
に
約
一
昼
夜
お
く
。
発
酵
し
て
花
鱒
は
真
赤
に
な
る
。
更
に
、
臼
で
つ
い
た
り

或
は
足
で
踏
ん
で
探
み
、
柔
か
に
な
っ
た
花
癖
を
径
三
セ
ン
チ
、

一作
さ

0
・
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
団

子
状
に
し
、
上
か
ら
む
し
ろ
を
か
ぶ
せ
て
圧
搾
し
て
平
た
い
因
子
に
す
る
。
日
向
に
お
い
て
乾
燥
し

た
の
を
紅
花
餅
と
い
う
。
作
り
方
が
な
か
な
か
面
倒
で
、
現
在
山
形
県
に
は
、
四
十
年
の
経
験
を
持

つ
と
い
う
老
人
が
唯
一
人
残
る
だ
け
に
な
っ
た
(
紅
花
餅
を
作
る
に
は
経
験
が
必
要
で
あ
り
ま
た
天

候
に
左
右
さ
れ
、
品
質
の
不
均
一
は
逃
れ
る
乙
と
が
で
舎
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
室
で
は
、

紅
花
が
黄
色
か
ら
赤
色
に
変
化
す
る
か
ら
く
り
を
研
究
し
、
薬
品
に
よ
り
、
わ
ず
か
三
分
間
で
赤
変

さ
せ
る
方
法
に
成
功
し
、
現
在
で
は
す
べ
て
乙
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。
紅
花
餅
に
比
し
紅
が
鮮
明

で
、
か
つ
紅
の
量
が

ωO中
小

1
白
浜
多
く
、
均
一
原
料
を
量
産
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
〉
。

な
お
、
と
れ
ら
原
料
に
は
、
水
溶
性
の
黄
色
素
と
ア
ル
カ
リ
性
溶
液
に
可
溶
な
紅
色
素
が
共
存

し
、
染
料
や
化
粧
料
に
供
さ
れ
る
。
(
鈴
木
孝
男
〉

9 

江
戸
時
代
の
小
袖
に
は
、
藤
の
模
様
な
ど
に
、
こ
の
胴
服
の
雪
持
柳
の
よ
う
に
枝
だ
け
の
も
の
は

上
方
に
、
幹
か
ら
出
て
い
る
枝
は
下
方
に
配
し
て
あ
る
の
が
よ
く
あ
り
、
乙
の
場
合
、
枝
だ
け
の
も

伝

上

杉

謙

信

所

用

胴

服

八

領

土

の
を
上
方
に
配
し
て
あ
る
理
由
が
、
恰
も
着
て
い
る
人
の
肩
か
ら
枝
が
出
て
垂
れ
て
い
る
よ
う
な
意

匠
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
(
山
辺
知
行
氏
談
)
。
乙
の
胴
服
の
場
合
に
も
、
そ
の

よ
う
な
着
装
効
果
を
計
算
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
若
し
そ
う
だ
と
す
る

と
、
江
戸
時
代
の
小
袖
に
見
ら
れ
る
着
装
す
る
人
体
を
木
の
幹
に
も
見
た
て
る
服
飾
意
匠
の
先
駆
と

い
う
乙
と
に
な
る
。

10 

渡
し
繍
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
哀
ぬ
ぎ
」
の
技
法
で
、
裂
の
哀
に
糸
を
ま
わ
さ
ず
、
裂
の
表

だ
け
に
糸
を
渡
し
、
裂
を
わ
ず
か
す
く
っ
た
だ
け
で
戻
る
、
そ
の
方
法
の
く
り
か
え
し
で
行
わ
れ
る

繍
法
で
あ
る
。

11 

中
川
千
咲
氏
談

12 

註

1
参
照

13 

日
本
染
織
文
様
集

I
の
解
説
(
執
筆
は
山
辺
知
行
氏
〉
二
八
頁
牡
丹
の
項
に
よ
る
。

14 

註
日
と
同
一
解
説
の
二
八
頁
桐
の
項
に
よ
る
。

15 

中
川
千
咲
氏
談

16 

註
日
と
同
一
解
説
の
二
九
頁
柳
の
項
に
よ
る
。

17 

こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
室
町

・
桃
山
期
の
肩
掛
、
繍
箔
そ
の
他
の
刺
繍
の
行
わ
れ
て
い
る
遺
品
資

料
中
、
裏
面
の
見
ら
れ
る
も
の
は
す
べ
て
、
繍
法
は
表
だ
け
を
糸
が
渡
っ
て
い
る
「
裏
ぬ
ぎ
」
の
技

法
で
行
わ
れ
て
い
た
。
裏
面
に
は
、
裂
を
す
く
っ
た
り
、
わ
ず
か
返
っ
た
り
、
茎
な
ど
の
返
し
繍
の

返
っ
た
糸
だ
け
が
小
針
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
と
れ
は
明
の
刺
繍
に
お
い
て
も
同
じ
特
徴
の
繍
法

で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
明
繍
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
刺
繍
の
遺
品
資
料
を
調
査

し

て

い

る

と
、
慶
長
か
ら
冗
文
と
ろ
に
か
け
て
糸
が
裏
に
も
ま
わ
る
繍
法
に
変
る
よ
う
で
、
そ
の
頃
か
ら
、
江

戸
時
代
の
品
。
ち
っ
と
糸
が
引
締
っ
た
刺
繍
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

18 

真
に
糸
が
ま
わ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
刺
繍
部
分
の
糸
が
柔
か
く
ふ
っ
く
ら
と
浮
い
て
い
る
感
じ

で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
裏
に
糸
が
ま
わ
る
繍
法
だ
と
、
き
ち
っ
と
繍
糸
が
引
締
っ
た
感
じ
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
裏
面
を
見
な
く
て
も
、
表
の
繍
だ
け
を
見
て
哀
に
糸
が
ま
わ
っ
て
い
る
か
、
ま
わ
っ
て

い
な
い
か
の
見
当
は
つ
け
ら
れ
る
。

19 

と
れ
ま
で
に
調
査
し
た
室
町

・
桃
山
期
の
肩
裾
等
の
遺
品
資
料
で
は
、
刺
繍
部
分
の
多
い
も
の

は
、
少
く
と
も
裏
面
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
は
す
べ
て
紙
の
裏
打
が
し
で
あ
っ
た
。

nu 
n
L
 

蘇
芳
で
は
明
響
、
灰
汁
な
ど
の
媒
染
で
赤
系
統
、
鉄
媒
染
で
紫
が
染
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
蘇
芳
の

紫
は
紫
根
で
染
め
ら
れ
た
紫
と
異
り
、
鉄
媒
染
の
た
め
い
わ
恥
が
早
い
。

91 



美

術

号

研

究

四

21 

報
告
一
上
(
美
術
研
究
二
一
六
号
)
挿
図

6
‘

8
参
照

22 

辻
ケ
花
染
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、

室
町
時
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
桃
山
、
江
戸
初
頭
に
か
け
て

行
わ
れ
た
一
種
の
模
様
染
で
、
絞
り
染
め
が
技
法
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
多
彩
な
絵
模
様
染
で
あ

る
。
摺
箔
、
描
絵
、
線
描
、
色
挿
し
が
加
わ
る
こ
と
も
多
く
、
時
に
は
刺
繍
が
入
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
生
地
は
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
平
絹
で
、
中
で
も
練
緯
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
山

辺
知
行
氏
の
辻
ヶ
花
染
に
対
す
る
一
考
察
|
l
美
術
史
十
二
号
|
|
、

及
び
大
和
文
華
四
十
二
号
辻

ケ
花
特
輯
参
照
。

23 

一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
総
鹿
の
子
で
、
菱
形
の
粒
が
生
地
一
杯
、
或
は
一
定
面
積
内
に
敷
き
つ
め

ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
ミ
ュ

l
ツ
ア
ム
六
十
一
号
「
鳴
海
有
松
地
方
の
絞
り
染
」
l
l
筆
者
の
現

24 
地
調
査
報
告
|
|
二
六
頁
の
表
、
並
び
に
二
七
頁
参
照
。

ぬ
い
し
め
し
ぼ
り

平
縫
締
と
い
う
の
は
縫
締
紋
の
中
、
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
技
法
で
、
染
め
分
け
の
境
界
線
や
模

様
の
輪
郭
線
を
自
由
に
明
瞭
に
し
た
い
時
に
用
い
る
技
法
で
あ
る
。
平
縫
締
の
技
法
は
、
布
を
一
重

で
縫
う
の
で
、
従
っ
て
染
め
出
さ
れ
る
も
の
は
一
筋
の
針
自
に
よ
る
細
い
線
で
あ
る
。

帽
子
と
い
う
の
は
、
平
縫
締
に
よ
っ
て
輪
郭
線
を
縫
い
締
め
た
後
、
模
様
の
部
分
を
完
全
に
防
染

し
た
い
場
合
、
そ
こ
に
竹
の
皮
や
油
紙
な
ど
防
染
物
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
し
っ
か
り
と
糸
で

巻
き
あ
げ
て
染
液
に
つ
け
染
め
す
る
方
法
で
あ
る
。
詳
し
く
は
註
お
同
様
ミ
ュ

l
ツ
ア
ム
六
十
一
号

二
六
頁
の
表
、
並
び
に
二
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

乙
の
平
縫
締
と
帽
子
の
方
法
は
辻
ヶ
花
染
に
巧
み
に
用
い
ら
れ
て

多
彩
な
絵
模
様
を
表
現
す
る

中
心
技
法
に
な
っ
て
い
る
。

25 

新
潟
県
南
魚
沼
郡
六
日
町
在
住
の
丸
麻
織
物
工
場
主
で
伝
統
麻
織
物
の
研
究
家
で
も
あ
る
鈴
木
寅

重
郎
氏
に
も
見
て
い
た
だ
い
た
と
乙
ろ
に
よ
る
。

26 

仕
立
の
具
合
を
調
査
し
た
上
で
も
後
か
ら
修
理
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
乙

の
補
修
は
こ
の
胴
服
製
作
時
に
お
け
る
修
理
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

27 

大
和
文
筆
四
十
二
号
辻
ヶ
花
特
輯
二
六
頁
の
図
版
解
説
四
四
。

28 

註
日
と
同
一
解
説
の
三
五
頁
扇
の
項
に
よ
る
。

29 

古
来
、
衣
服
の
模
様
に
は
、
縁
起
、
俗
信
、
信
仰
な
ど
の
意
味
や
性
格
が
こ
と
の
ほ
か
強
か
っ
た

ょ
う
で
、
文
明
の
進
ん
だ
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
は
想
像
の
及
ば
な
い
真
剣
さ
が
、
そ
れ
ら
衣
服
の
模

様
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
美
術
研
究
二
一
九
号
ハ
報
告
一
下
〉
一
七

頁
、
並
び
に
同
じ
く
三
七
頁
の
註
日
参
照
。
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